
カトリック鈴蘭台教会 週報 2023(令和 5)年 9月 24日 

今日(9 月 24 日) の聖歌 

入祭：144/①②③ 奉納：8/①② 拝領：123/①④ 閉祭：391/①② 

今週  

1. 今日ミサ後 バザー委員会を開催します。委員の方は信徒館にお集まりください。また、建 

築委員会を行います。司祭館書斎にお集まりください。   

 

各委員会・係からのお知らせ 

1. 社会活動委員会より・ 

  １4日（木）の炊き出しは配給数 84名に対して 16名の皆様にご協力を頂きました。また募 

金、お米の寄贈にも感謝いたします。これからも祈りとともにご協力お願いします。 

 

2. バザー委員会より・ 

 ①10 月 22日(日)のバザーのお手伝いできる方を募集します。信徒館に用紙を貼っていますの 

でお名前を記入してください。全員参加の気持ちで楽しく交わりを持ってお手伝いできるこ 

とを見つけていただきたいと思います。どうぞ皆様の心で温かいバザーにしましょう！ 

②バザーに出品する寄贈品(・新品または未使用品に近いもの・食品は賞味期限に余裕のあるも 

の・衣類は不可)をお願いします。また出品カードに記載して信徒館入口横のボックスにお持 

ちください。なお寄贈品は持参時にバザー委員にお声がけをよろしくお願いします。(不明な 

点はバザー委員にお聞きください。) 

 

3. スマホ教室有志より・ 

あなたもスマホの達人！先週 17日から毎週日曜日のミサ後 10時 45分から約 1時間、信徒館

2階でスマホ教室を開催しています。基本操作から上級者コースまで 5回ビデオ講習です。ぜひ

ご参加ください。お申し込みは信徒館にて申込用紙にご記入をお願いいたします。参加の際は必

ずご自分のスマホをお持ちください。参加は無料です。 

 

4. 大阪教区より・ 

 ―大阪教区典礼研修会のご案内－ 

日 時：10月 29日（日） 14：00～ 

場 所：サクラファミリア 

テーマ：「今あらためてミサを味わうために」－司式者の所作の意味・奉仕者の役割・会衆の 

参加 ～感謝の典礼を中心に～ です。 

  講  師：パウロ酒井俊弘司教様 

  典礼委員だけではなくどなたでも参加できます。なお、ユーチューブでのライブ配信も行われ 

ます。 

 

5. その他・ 

①ミサ参加にあたってのお願い 

 (a) 自宅で検温を行い、熱があるなど体調不良の場合は、ミサへの参加を自粛してください。 

 (b) ミサ参加時は、マスクを着用してください。 



 (c)  入館は信徒館入口から行ってください。その際アルコールでの手指消毒をお願いします。 

  (d)  今後もミサ中上部窓開放、下部窓より排気など換気を十分に行います。各自自主的に対 

策をし、体調管理に十分ご留意ください。 

②10月主日ミサ司式司祭 

主 日   司 式 司 祭 

10月 1日(日) 安 旻祐神父 

10月 8日(日) 安 旻祐神父 

10月 15日(日) 安 旻祐神父 

10月 22日(日) 安 旻祐神父 

10月 29日(日) 安 旻祐神父 

 
 
 

 
教区の皆様 
                             大阪大司教 前田 万葉 
 

世界難民移住移動者の日について 
 
♰ 主の平和 
  9 月 24 日（日）は第 109 回の世界難民移住移動者の日になります。生まれ故郷を離れて、 
 新しい生活のために異国の地で住むことを決心した人々は、まるで無理やり根こそぎ抜か
れて、まったく馴染みのない土地に植えられた草木に似たものでしょう。浴びていた太陽
の強さも、降ってくる雨の量も違う中で、逞しく、新しい環境に適応し、家族を扶養し、
社会の一員となることを求められています。 

  創世記には、太祖アブラハムを約束の地に向かわせる神様からの招きが、以下のように
記されています。 

       あなたは生まれ故郷 
       父の家を離れて 
       わたしが示す地に行きなさい。 
       わたしはあなたを大いなる国民にし 
       あなたを祝福し、あなたの名を高める 
       祝福の源となるように。 
       あなたを祝福する人をわたしは祝福し 
       あなたを呪うものをわたしは呪う。 
       地上の氏族はすべて 
       あなたによって祝福に入る。（創世記 12.1-3） 
  神様に信頼を託しきって、全てを掛けて異国に向かったアブラハムに、難民移住移動者
は似ているのではないでしょうか。神様からの祝福は、弱い人や弱い立場に置かれている
人々を通して豊かに溢れ出ます。（ルカ 1.46-55；マニフィカト）。一体誰が自分は満ち足
りていると言えるでしょうか。私たちは皆兄弟（Fratelli tutti）なのです。 

   皆様のご協力で 2022年は、2,005,022円の献金をいただき、感謝申し上げます。 
                               祈りと感謝のうちに 

本日の堂内献金はこのために捧げられますのでよろしくお願いいたします。 

 


